平沼新党救国論
昨年７月の参議院選挙の結果、日本の国会は機能不全に陥っている。野党の同意が得られなければ何も進まない日本の政治に世界の目も厳しくなってきた。参議院は解散がないからこの状態を変えることは容易ではない。しかも最近降りかかっている諸問題はどれ一つとっても政府与党に不利な材料ばかりだ。とりわけ年金記録問題、防衛省の装備品をめぐる汚職事件は痛烈だ。その上、小泉改革の負の遺産、格差問題も国民の意識を反政府・反自民に向かわせている。
そしていま、「理念なき政治」が進行しつつある。与党はこの蟻地獄から早く抜け出したいとそのことだけで精一杯、野党は政府・与党の失点をあげつらって解散に追い込むことしか考えていないようにみえる。安倍前総理は一年足らずであえなく退陣してしまったけれど明確な国造りの理念を持っておられた。わたしたちも安倍政権には多くのことを期待していたし、もっと永く国家の指導者として敏腕を振るってもらいたかった。憲法改正への期待も持てただけに残念でならない。
小泉元総理が「自民党をぶっ壊す」と言ったとおり、いまの自民党はかなり壊れた状態にある。立て直すのは容易でない。かといってこのまま次の総選挙につっこんでしまうと議席を減らすことは目にみえている。ますます国政は混迷の度を深めることになるだろう。
そこでわたしは、平沼新党に大きな期待を寄せている。平沼赳夫先生の「武士道政治」に期待し思想信条を同じくするわれわれが、自民党・民主党や国民新党の一部も取り込んだ形で“健全保守”を旗印に結束すれば、いまの政治にヘキエキしている国民からかなりの支持を得られるのではないか。いま国民の多くは「自民党政治はもうダメだ。かといって民主党も心配だな。だけど自民党のほうがより悪いから民主党に一度政権を持たせても良いのではないか。」と思い始めているようだ。日本の政治の危機が迫っているのだ。外交・防衛政策が根本から覆る。バラマキが始まる。天皇制だって危なくなってしまう。
平沼新党が、いまの与野党のあいだに割って入りキャスティングボードを握れるような政治になれば日本丸は安泰だ。大連立など非現実的なことを考えるのではなく平沼赳夫先生に決断してもらって新党結成を急ぐべきだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　森岡正宏（前衆議院議員）１９年１２月２２日　記

